
鶴
岡
市
が
朝
日
地
域
の

か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん
ぼ
を

平
成

年
３
月

日
で

29

31

「
休
廃
止
す
る
」
と
い
う

方
針
を
出
し
た
こ
と
か

ら
、
住
民
が
「
『
か
た
く

り
温
泉
ぼ
ん
ぼ
』
の
存
続

を
求
め
る
会
」
を
結
成
し
、

存
続
・
充
実
を
求
め
る
署

名
運
動
が
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

会
の
代
表
者
は

伊
藤
俊
儀
（
上
名

川
）
、
佐
藤
正
（
荒

沢
）
、
佐
藤
幸
男

（
熊
出
）
、
渡
部

孝
志
（
大
網
）
の

４
氏
で
す
。

要
請
書
で
は

「
ぼ
ん
ぼ
は
、
朝

日
地
域
住
民
の
健

康
福
祉
増
進
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
財

政
的
理
由
だ
け
で
判
断
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

と
述
べ
、
「
休
廃
止
は
や

め
る
こ
と
」
「
住
民
交
流

の
場
を
減
ら
さ
ず
、
住
民

の
要
望
に
応
え
る
と
と
も

に
経
営
改
善
等
、
住
民
と

一
緒
に
考
え
て
、
存
続
・

充
実
を
図
る
こ
と
」
を
求

め
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
存
続
求
め

る
投
書
が
新
聞
に
掲
載

「
ぼ
ん
ぼ
」
の
存
続
を

求
め
る
投
書
が
、
荘
内
日

報

月
９
日
付
に
掲
載
さ

11
れ
ま
し
た
。

「
近
年
、
小
さ
な
政
府

と
か
民
間
活
力
が
叫
ば

れ
、
行
政
が
第
三
者
に
事

業
運
営
を
委
託
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ど

の
事
業
も
途
端
に
収
支
優

先
に
変
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
行
政
の
本
旨

は
住
民
福
祉
の
向
上
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

こ
の
施
設
は
当
初
か
ら
採

算
を
見
越
し
た
も
の
で
は

な
く
、
そ
れ
で
も
地
域
の

施
設
と
し
て
住
民
の
理
解

を
得
て
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、
地
域
と
し
て
は
守
ら

れ
る
べ
き
財
産
な
の
で

す
。」本

紙

月
９
日
号
に

10

は
、
寄
稿
と
し
て
「
朝
日

地
区
バ
ス
減
便
と
「
ぼ
ん

ぼ
」
休
止
は
困
り
ま
す
」

（
高
橋
裕
子
氏
）
が
掲
載

さ
れ
、
「
杖
を
つ
き
な
が

ら
、バ
ス
か
ら
降
り
て
『
ぼ

ん
ぼ
』
に
入
っ
て
い
く
高

齢
者
を
お
見
か
け
す
る
度

に
『
高
齢
者
の
日
常
の
さ

さ
や
か
な
喜
び
、
生
き
が

い
を
奪
わ
な
い
で
！
』
と

切
実
に
思
い
ま
す
。
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

旧
朝
日
村
が
健
康
福

祉
施
設
と
し
て
開
設

同
施
設
は
１
９
９
３

（
平
成
５
）
年

月
に
旧

12

朝
日
村
が
住
民
の
健
康
福

祉
施
設
と
し
て
開
設
。
整

備
費
は
約
３
億
４
２
０
０

万
円
。

平
成
８
年
４
月
１
日
か

ら
隣
接
す
る
特
養
ホ
ー
ム

「
か
た
く
り
荘
」
を
運
営

す
る
社
会
福
祉
法
人
朝
日

ぶ
な
の
木
会
に
管
理
運
営

を
委
託
し
、
合
併
後
も
引

き
継
い
で
来
ま
し
た
。

入
浴
者
数
は
平
成
７
年

度
の

万
２
３
４
０
人
が

15

ピ
ー
ク
で

年
度
は
６
万

27

人
を
下
回
り
ま
し
た
。

廃
止
は
地
域
活
性
化
に

逆
行入

浴
者
数
の
減
少
の
背

景
に
は
、
合
併
で
周
辺
部

と
な
っ
た
旧
町
村
、
特
に

朝
日
地
域
の
人
口
減
少
は

合
併
時
の
５
５
３
１
人
か

ら
平
成

年

月
末
に
は

28

10

４
３
３
５
人
（

・
６
％

21

減
）
に
ま
で
落
ち
込
ん
で

き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
と
地
域
活
性

化
の
対
策
は
鶴
岡
市
の
最

優
先
の
課
題
で
あ
り
、「
ぼ

ん
ぼ
」
の
廃
止
は
こ
の
対

策
に
逆
行
し
ま
す
。

今
こ
そ
行
政
の
力
を
発

揮
し
て
、
地
域
の
財
産
を

守
り
、
活
性
化
策
に
本
気

に
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き

で
す
。

連
絡
先

鶴
岡
市
大
網
字

大
網
１
７
８
―
２

電
話

５
４
―
６
３
３
７
（
渡
部
）

NO.２０２０
２０１６．１１．２０
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

ご
み
減
量
対
策
を
求
め
る

処
理
有
料
化
を
働
き
か
け
る
」
と
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
有
料
化
で
ご

み
減
量
が
進
む
と
い
う
根
拠
は
な
い
」

と
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

県
は
い
ず
れ
も
同
意
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ご
み
減
量
は
さ
し
せ
ま
っ
た
課

題
で
す
。

（
県
議

関

徹
）

議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

月

日
（
月
）
、
午
前

時

分
か

12

12

11

10

ら
、
関
徹
県
議
が
予
算
特
別
委
員
会
で

質
問
を
行
い
ま
す
。
当
日
午
前
９
時
頃

鶴
岡
市
内
出
発
で
議
会
傍
聴
を
行
い
ま

す
。詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

８
日
の
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
で
、

食
品
廃
棄
物
の
減
量
に
等
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
し
た
。

「
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
」
部
分
が
４
割

を
占
め
る
と
さ
れ
る
食
品
廃
棄
物
が
、

産
業
廃
棄
物
と
し
て
２
万
２
千
ト
ン
、

事
業
系
一
般
ご
み
と
し
て
１
万
６
千
ト

ン
、
計
３
万
８
千
ト
ン
発
生
し
て
い
ま

す
。そ

の
中
で
、
年
間
２
千
ト
ン
を
越
え

る
廃
棄
物
を
出
す
事
業
者
が

事
業
者

12

あ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
の
事
業
者
の
排

出
状
況
を
把
握
し
、
削
減
を
求
め
て
い

く
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

他
に
、
県
が
「
庄
内
５
市
町
に
ご
み

、

日
の
両
日
、
山

12

13

形
県
学
童
保
育
研
究
集
会

が
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
し
た
の
は
山
形
県

学
童
保
育
連
絡
協
議
会

（
高
木
直
会
長
）
で
同
鶴

岡
市
連
絡
協
議
会
（
石
川

正
廣
会
長
）
の
現
地
実
行

休廃止の方針が出た「かたくり温泉ぼんぼ」

委
員
会
が
主
管
し
参
加
者

は
県
内
各
地
か
ら
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

榎
本
政
規
鶴
岡
市
長
、

阿
部
信
矢
県
議
、
佐
藤
文

一
鶴
岡
市
議
会
議
長
が
来

賓
あ
い
さ
つ
、
関
徹
県
議

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月11日入札分

・小波渡地内径200粍配水管移設工事(小波渡地内)（入札4業者）
森建設工業(株) 20,200,000円（20,400,000円）工期～29/3/24（落札率99.0％）
・加茂地内径100・50粍配水管移設工事(加茂地内)
中止

土木課入札結果（ ）内は予定価格
11月10日入札分

・市道堅苔沢１号線平畑橋橋梁整備工事(堅苔沢地内)（入札6業者うち2業者辞退）
佐藤建設(株) 44,300,000円（45,217,000円）工期～29/3/24（落札率98.0％）

県
内
の
学
校
給
食
費
に

対
す
る
助
成
は
、
村
山
市

と
尾
花
沢
市
が
児
童
３
人

目
以
降
を
無
料
と
し
、
南

陽
市
が
所
得
に
応
じ
た
助

成
率
を
設
け
て
い
る
他
、

西
川
町
と
大
蔵
村
が
米
飯

代
分
を
助
成
し
て
い
ま
す

（
県
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
保

健
課
・
平
成

年

月
９

28

11

日
付
）。

日
本
共
産
党
市
議
団
は

平
成

年
６
月
議
会
一
般

25

質
問
で
加
藤
鉱
一
議
員

が
、

年
３
月
議
会
総
括

27

質
問
で
加
藤
太
一
議
員
が

「
学
校
給
食
費
無
料
化
に

つ
い
て
検
討
す
べ
き
」
と

求
め
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、

小
中
学
校
の
学
校
給
食
費

の
保
護
者
負
担
は
市
全
体

で
約
６
億
２
３
０
０
万
円

あ
り
、
榎
本
市
長
は
「
市

の
抱
え
る
政
策
課
題
は
多

岐
に
わ
た
り
、
熟
度
や
優

先
順
位
が
あ
り
、
考
え
て

い
な
い
」
と
答
弁
し
て
い

ま
す
。

学
校
給
食
の
目
的
は
、

以
前
は
子
ど
も
の
栄
養
状

態
の
改
善
に
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
本
物
の
味
覚
を

育
て
地
域
の
食
文
化
な
ど

を
伝
え
る
教
育
の
一
環
で

す
。憲

法

条
は
「
義
務
教

26

育
は
、
こ
れ
を
無
料
と
す

る
」
と
明
記
し
て
い
ま
す
。

児
童
１
人
当
た
り
月
５

千
円
～
６
千
円
の
負
担
軽

減
は
子
育
て
の
経
済
的
支

援
に
も
な
り
ま
す
。

鶴
岡
市
は
先
行
自
治
体

に
遅
れ
る
こ
と
な
く
実
施

を
検
討
す
べ
き
で
す
。

県内の市町村における学校給食費に対する助成の実施状況

市町村 内 容

①村山市 小中学校に３人以上在籍している場合、３人目以降の児童生徒の学校給

食費が無料。

②尾花沢市 尾花沢市に住所を有し、小中学校に３人以上在籍している世帯の保護者

に対し、３人目以降の児童生徒の学校給食費(保護者負担に係る実費額)

を助成。

③西川町 小中学校の児童生徒全員を対象に、学校給食費のうち米飯代分を助成。

④大蔵村 小中学校の児童生徒全員を対象に、学校給食費のうち米飯代分を助成。

⑤南陽市 南陽市に住所があり、現に子どもが３人以上いる保護者に対し、第３子以

降の子どもの給食費を助成。ただし、所得に応じた助成率あり。

※助成対象世帯の市民税所得割課税額の合計及び助成率

・非課税または97,000円：助成率１００％

・97,000円～121,000円：助成率 ５０％

・121,000円～169,000円：助成率 ２５％

※上の子どもの年齢制限は無く、就労の有無は問わない。

平成２８年１１月９日 県教育庁スポーツ保健課資料から

（
１
面
の
つ
づ
き
）

研
究
集
会
で
は
、
増
山

均
氏
（
早
稲
田
大
学
文
学

学
術
院
教
授
）
が
「
い
ま

子
ど
も
の
育
ち
に
と
っ
て

必
要
な
権
利
～
学
童
保
育

の
生
活
や
子
育
て
で
大
切

に
し
た
い
こ
と
」
と
題
し

て
記
念
講
演
を
行
っ
た

後
、
９
つ
の
テ
ー
マ
別
分

科
会
で
研
修
を
行
い
ま
し

た
。夜

は
あ
つ
み
温
泉
た
ち

ば
な
や
で
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
加
藤
太
一
市

議
も
県
連
協
副
会
長
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

増
山
均
氏
の
講
演
要
旨

学
童
保
育
は
、
働
く
親

た
ち
に
と
っ
て
子
ど
も
が

小
学
校
に
入
学
す
る
際

に
、
学
校
と
セ
ッ
ト
で
必

要
不
可
欠
な
施
設
に
な
っ

て
い
る
。
学
童
保
育
の
箇

所
数
は
小
学
校
数
よ
り
も

多
く
、
開
設
日
数
も
子
ど

も
が
過
ご
す
時
間
も
学
校

よ
り
長
く
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
に
と
っ
て
学
校
に

も
勝
る
施
設
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

今
、
子
ど
も
の
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い

る
。
一
世
代
前
は
、
学
校

が
終
わ
れ
ば
「
自
由
な
時

間
」
が
あ
っ
た
。
「
地
域

の
空
洞
化
・
無
縁
化
」
の

進
行
で
「
地
域
」
生
活
で

な
く
「
放
課
後
」
と
し
て

学
校
中
心
に
捉
え
る
傾
向

が
強
ま
り
、
放
課
後
の
学

校
化
と
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
化
が
進
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
か
。
「
放
課
後
健

全
育
成
事
業
」
で
は
「
遊

び
及
び
生
活
の
場
を
与
え

て
、
そ
の
健
全
育
成
を
図

る
」
と
あ
る
が
、
支
援
員

が
「
遊
び
」
を
与
え
る
の

か
「
遊
び
の
場
」
を
与
え

る
の
か
の
と
ら
え
方
に
よ

っ
て
実
践
の
分
か
れ
道
が

あ
る
。

子
ど
も
の
発
達
に
は
２

つ
の
道
筋
が
あ
る
。
未
来

に
向
け
て
今
を
生
き
る
―

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
学

校
教
育
、
家
庭
教
育
、
社

会
教
育
）
と
今
を
夢
中
で

生
き
る
（
今
を
楽
し
む
た

め
に
生
き
る
）
ア
ニ
マ
シ

オ
ン
だ
。
ア
ニ
マ
シ
オ
ン

の
世
界
が
理
解
さ
れ
ず
、

見
失
わ
れ
軽
視
さ
れ
て
い

る
。
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
視
さ
れ
、
放
課
後
生

活
も
学
校
化
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
化
さ
れ
子
ど
も
た
ち
の

ス
ト
レ
ス
と
疲
れ
が
鬱
積

し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

か
。子

ど
も
の
権
利
条
約
の

条
に
は
「
休
息
及
び
余

31暇
に
つ
い
て
」
「
文
化
的

生
活
及
び
芸
術
的
生
活
に

十
分
に
参
加
す
る
」
権
利

つ
い
て
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
余
暇
の
本
質
は
「
価

値
を
問
わ
れ
な
い
時
間
＝

自
由
時
間
」
を
も
つ
こ
と

に
あ
る
。
子
ど
も
の
権
利

条
約
第3
1

条
に
関
す
る
ジ

ェ
ネ
ラ
ル
コ
メ
ン
ト
第1

7

号
で
は
「
休
息
・
余
暇
を

否
定
す
る
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
の
発
達
・
健
康
及

び
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に

対
し
て
と
り
か
え
し
の
つ

か
な
い
身
体
的
・
心
理
的

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

自
ら
の
選
択
に
よ
っ
て
思

い
通
り
の
こ
と
を
し
な
が

ら
ま
た
は
特
に
何
も
せ
ず

に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る

余
暇
も
必
要
で
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

子
ど
も
の
遊
び
の
権
利

は
、
休
息
権
、
余
暇
権
の

保
障
が
前
提
で
実
現
す

る
。
「
放
課
後
」
は
学
校

の
課
業
か
ら
開
放
さ
れ
た

時
間
だ
。
そ
の
時
間
を
再

び
意
味
あ
る
活
動
を
求

め
、
学
習
化
・
学
校
化
す

る
の
は
間
違
い
。
子
ど
も

の
発
達
は
、
未
来
に
向
け

て
価
値
あ
る
も
の
を
学
ぶ

た
め
に
今
を
生
き
て
い
る

だ
け
で
は
な
い
。
面
白
い

こ
と
楽
し
い
こ
と
に
没
頭

し
、
今
を
充
実
し
て
生
き

る
こ
と
が
未
来
に
つ
な
が

る
と
い
う
視
点
を
見
失
っ

て
は
い
け
な
い
。

い
ま
、
特
に
大
切
に
し

た
い
２
つ
の
権
利
と
し
て

「
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り

し
て
い
て
も
い
い
ん
だ

よ
。
楽
し
い
・
面
白
い
・

心
地
よ
い
と
い
う
こ
と
が

大
切
な
ん
だ
よ
。
（
余
暇

権
・
文
化
権
）
の
視
点
」

「
失
敗
し
て
も
い
い
ん
だ

よ
。
つ
ま
づ
い
た
っ
て
い

い
ん
だ
よ
。
も
う
一
度
や

り
直
し
て
、
立
ち
直
れ
ば

い
い
ん
だ
よ
。（
更
正
権
）

の
視
点
」
を
強
調
し
た
い
。

学
童
保
育
は
そ
う
い
う
場

所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

「
管
理
」
「
指
導
」
の

目
で
は
な
く
、
地
域
ぐ
る

み
子
ど
も
へ
の
「
関
心
」

目
を
は
り
め
ぐ
ら
せ
、「
共

感
・
共
楽
」
の
か
か
わ
り

を
広
げ
よ
う
。


